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独立行政法人大学入試センターは，令和 5 年 5 月 18 日～20 日，北海道大学との共催で，

令和 5 年度全国大学入学者選抜研究連絡協議会大会（第 18 回）をオンラインで開催した。 

本報告書は，同大会における講演，討論等を当センターの文責で採録したものである。 

＊本報告書で言及されている高大接続改革の進捗状況及び講演者の肩書等は，大会開催当日のものである。 
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全体会１（大学入試センターセミナー） 

「CBT(Computer Based Testing)における大学等機関の有機的な 

連携に向けて」 

司  会： 寺尾 尚大（大学入試センター研究開発部准教授） 

  

趣旨説明  大学入学者選抜における CBT の現状と最新動向  ...........................................   5 
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報 告 ① 佐賀大学の学校推薦型選抜における CBT  ........................................................  10 
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報 告 ⑥ 電気通信大学における CBT の取り組み  .............................................................  81 

植野 真臣（電気通信大学大学院情報理工学研究科教授） 

 全体討論 ......................................................................................................................................  95 

 

 

 

内  容： 

近年、民間の学力試験・資格試験においては、コロナ禍の影響も手伝って、コンピュータを用

いたテスト（Computer Based Testing、 CBT）が注目されている。大学入学者選抜においても、

複数年にわたってCBTを導入する先駆的な大学・選抜区分がいくつかある。 

大学入試センターが令和3年3月に公表した報告書「大規模入学者選抜におけるCBT活用の可

能性について（報告）」（以下「令和3年報告」という。）では、現行の共通テストのような大規模

入学者選抜でCBTを行う場合、全国的に均質で質の高い受験環境の確保、トラブルが生じた場合



4 
 

の対応体制の構築、新しい試験のあり方に対する受験者を含めた社会の理解の3点が、実施上の

主な課題であることを浮き彫りにした。同年7月に公表された大学入試のあり方に関する検討会

議の提言では、CBTの優れた点を多数挙げながら、各大学の個別試験や総合型選抜・学校推薦型

選抜における望ましい先行事例を拡大することの必要性も提言された。そして、翌年６月にはセ

ンターより「個別大学の入学者選抜におけるCBTの活用事例集」を公表した。本事例集の作成過

程において、CBTに取り組む大学が直面する課題には共通性があり、これらの大学が知見を共有

することでCBT実施に伴う困難を軽減できるのではないかという示唆を得たところである。そ

こで本セッションでは、CBTに取り組む大学に、受験環境、トラブル対応体制、新しい試験に対

する社会の理解等の試験実施上の課題について、その対応方法を発表いただくとともに、他の大

学や機関と連携することでそれらの課題をさらに克服できる可能性について議論いただく。本

セッションを通じて、CBTに関する知見を共有するプラットフォームを提供するとともに、CBT

の実施に関する知見を複数大学・機関で共有し、入学者選抜でのCBTを活用する際の課題を共同

で克服するための仕組みの構築の足がかりとしたい。 


















































































































































































































































































































































































































































































































































